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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 令和元年度津市献血推進委員会会議 

２ 開催日時 
令和元年８月２日（金） 

午後４時から午後５時まで 

３ 開催場所 津リージョンプラザ ２階第２会議室 

４ 出席した者の氏名  

（津市献血推進委員会委員） 

東 良久、南 信行、横田明人、岡田昌彦、林 宣男、岸野

仁彦、佐藤浩二、田村三千夫、福岡恵美、若林麻衣子、上野

督 

（事務局） 

健康医療担当理事 松岡浩二 

地域医療推進担当参事（兼）地域医療推進室長･こども応急

クリニック･休日デンタルクリニック所長･久居休日応急診療

所長･応急クリニック所長 勢力 実 

地域医療担当主幹(兼)こども応急クリニック･休日デンタル

クリニック事務長･久居休日応急診療所事務長･応急クリニッ

ク事務長 杉﨑雅人 

地域医療推進室主査 疋田裕美子 

５ 内容 

(1) 平成３０年度津市献血推進事業実績報告について 

(2) 令和元年度津市献血推進事業計画について 

(3)  平成３０年度の献血者の動向について 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 １人 

８ 担当 

健康福祉部地域医療推進室地域医療担当 

電話番号 ０５９－２２９－３３７２ 

Ｅ-mail  229-3372@city.tsu.lg.jp 

 

議事の内容  別紙のとおり
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本日は、お忙しい中、御出席いただき誠にありがとうございま

す。定刻となりましたので、令和元年度 津市献血推進委員会会議

を始めさせていただきます。今年度は委員改選の年となってござい

ます。本日、本委員会の会長が選出されるまでの間、私、健康福祉

部地域医療推進担当参事（兼）地域医療推進室長の勢力が進行役を

務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。着

座にして失礼します。今年度は委員改選の年となっておりまして、

それぞれの所属・団体から御推薦をいただき、委嘱させていただく

ことになりました。皆様方の机の上に委嘱状、あるいは任命状を置

かせていただきましたので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

今回から委員になられる方もみえますので、先ず、はじめに津市

献血推進委員会につきまして、簡単に御説明させていただきます。 

「津市献血推進委員会設置要綱」をご覧ください。当委員会で

は、安定した血液確保のための献血活動の推進及び献血思想の普及

に関して広く意見を聴くために設置されたものであります。当委員

会で御検討いただく事項は、⑴ 献血計画の実施に関すること、⑵ 

献血思想の普及に関すること、⑶ その他献血活動の推進に関する

こと、ということになっております。任期は、皆様の御手元に配付

させていただきました委嘱状にありますように２年間で令和３年７

月３１日までとなります。構成は、１７人以内の委員で構成するこ

とになっておりまして、今回は１３人の方に委員を委嘱させていた

だきました。それでは、委員に御就任いただきました皆様方の御紹

介をさせていただきます。 

【委員紹介】 

続きまして、健康医療担当理事 松岡よりご挨拶申し上げます。 

梅雨が明けまして、一気に日差しも強まり、今年も厳しいを通り

越して、危険な暑さと表現される気象が続きそうな今日この頃でご

ざいますが、本日そのような中、また、大変お忙しい中、令和元年

度の津市献血推進委員会の会議にお集まりいただき、誠にありがと

うございます。また、日頃から津市の医療行政の推進におきまし

て、多大なる御理解、御協力をいただいておりますこと、この場を

お借りしまして、重ねてお礼申し上げます。事務局の説明にもあり

ましたように、今年度は委員改選の年となってございます。昨年度

から、引き続き委員として 0 御世話になる方、また、今年度から新

たに委員になっていただいた方もお見えですが、２年間の任期、皆

様どうぞよろしくお願いいたします。さて、医療に必要な血液を安

全かつ安定的に供給する血液事業は、科学技術が進歩した今日にお

きましても、献血という皆様からの善意により支えられておりま

す。本市の献血推進におきましては、平素から三重県赤十字血液セ
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ンターをはじめ、献血ボランティアの皆様や企業の職場献血を通じ

て不断の御努力をいただいているところでございます。三重県赤十

字血液センター様からいただきました資料によりますと、昨年度は

４００ｍＬ、２００ｍＬ、成分献血を合わせまして、９，２００人

を超える市民の皆様、また、市内事業所にお勤めの皆様から献血へ

の御協力をいただきました。現在のところ、県域における血液事業

の需給バランスは保たれているということではございますが、今

後、ますます少子高齢化社会が進む中、献血ができる年齢層の方が

減少する一方、輸血を必要とする方々は増加し、献血者が不足する

ことが見込まれると聞き及んでおります。津市といたしましても、

将来に渡る安定した血液の確保に向けて、献血の大切さを理解して

いただきながら、継続して御協力いただけるよう、今後も皆様方と

協力して、献血推進に取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、本日は忌憚のない御意見、御助言を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。以上、甚だ簡単ではございますが、御挨拶とさせ

ていただきたいと思います。 

続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。 

健康福祉部健康医療担当理事 松岡 

地域医療推進室地域医療担当主幹 杉﨑 

地域医療推進室 疋田 

そして私、健康福祉部地域医療推進担当参事（兼）地域医療推進

室長 勢力 以上でございます。 

事項に入らせていただく前に、本日は当委員会委員の過半数の出

席をいただいておりますので、津市献血推進委員会設置要綱第６条

第２項の規定により本会議は成立しておりますことを御報告させて

いただきます。この会議は、津市情報公開条例第２３条により公開

となりますので御理解をお願いいたします。 

なお、傍聴者は１人であります。また、会議の内容は、議事録と

して津市ホームページ上に掲載をいたします。この議事録作成のた

めに会議内容について録音をさせていただきますので、あわせて御

理解をお願いいたします。それでは、事項に基づき会長と副会長の

選任をお願いしたいと思います。選任方法でございますが、津市献

血推進委員会設置要綱第５条により会長、副会長は委員の互選によ

り定めることとなっておりますが、どのようにさせていただきまし

ょうか。 

事務局としては、何かお考えはありますか。 

事務局といたしましては、各委員の皆様の御理解が得られますな

らば、会長には、三重県輸血療法委員会会長にも就任されてみえま

す、久居一志地区医師会の南委員に、副会長には、三重県津保健所
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所長の林委員にお願いしたいと考えております。 

【異議なし】 

それでは、要綱第６条第１項に基づきまして、会長に会議の議長

をお願いしたいと思います。 

活発な御意見をいただきたいと思います。それでは始めたいと思

います。まず平成３０年度 津市献血推進事業実績報告及び令和元

年度津市献血推進事業計画について、事務局より説明をお願いしま

す。その後、三重県赤十字血液センターに説明をいただいてから、

意見交換会をしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

事項１ 平成３０年度 津市献血推進事業実績報告につきまし

て、御説明いたします。御手元の資料１をご覧ください。はじめに

献血実績の方でございますが、公共施設等での献血実績について、

平成３０年度は６回実施しており、受付者数は２０６人、献血者数

は１９１人という結果でした。平成２９年度と比較して、受付者数

は同数ですが、献血者数が１６人増加となっております。その下に

ありますのは、津管内における献血バス実績でございます。平成３

０年度は、１３７回実施いただいておりまして、受付者数は４，６

７９人、献血者数は４，１３５人という結果でございました。献血

実績の報告については以上でございます。つづきまして、啓発実績

について御報告いたします。平成３０年度につきましても、広報津

への掲載に加え、津市内の公共施設における献血や、三重県津保健

所主催の街頭献血について、津市ホームページへも掲載し、市民の

皆さんに広く御案内させていただきました。また、４月には津市職

員を対象としました、献血への理解と協力を求める活動の一環とし

まして、新規採用職員研修において、啓発チラシの配布を行いまし

た。７月には、津保健所主催の「愛の血液助け合い運動」へ参加

し、啓発を行いました。さらに、啓発用品としまして資料の一番下

の左、デザイン１のウエットティッシュを作製しまして、市内で実

施された献血に御協力いただいた皆様に配布し、今後においても継

続して献血に御協力をいただきますよう呼びかけを行いました。ま

た、１月には若年層への献血啓発を目的として、資料の一番下の

右、デザイン２のウェットティッシュを作成しまして、成人式の会

場にて啓発活動を行いました。以上が平成３０年度の実績報告でご

ざいます。 

続きまして、令和元年度 献血推進事業計画案について御説明い

たします。お手元の資料２をご覧ください。 

啓発・推進活動としましては、今年度も啓発用品を作成しまし

て、配布したいと考えております。啓発用品はウェットティッシュ

で、資料２の中段、デザイン１、デザイン２の２種類のデザインで
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作成し、デザイン１のものは、１０月頃から血液センターを通じま

して、市内で実施される献血バスによる献血協力者に配布を、デザ

イン２については、成人式会場での啓発活動時に配布したいと考え

ております。また、今年度も市役所本庁舎で職場献血を実施いたし

ますが、献血実施日時等の周知につきましては、引き続き市の広報

誌やホームページに掲載するなど市民の皆様に周知し啓発していき

ます。今年度の公共施設等献血につきましては、資料にございます

とおり、市役所本庁舎で３回の実施を予定しており、うち１回が５

月に実施済みで、受付者数は５９人、献血者数は４９人という結果

でございました。また、秋に実施されます市の新規採用職員研修に

おいて、啓発チラシの配布や庁内メール等を通じた周知を行う予定

です。献血当日には血液センターと連携し、今後も協力を呼びかけ

ていきたいと思います。そのほか、今後も機会を捉えて献血者の確

保及び啓発について、推進していきたいと考えております。 

令和元年度 献血推進事業計画についての説明は以上でございま

す。 

ありがとうございました。つづきまして、平成３０年度の献血者

の動向につきまして、三重県赤十字血液センター様より御説明をお

願いいたします。 

「献血のあゆみ」平成３０年度版を見ていただけますか。これを

一枚めくっていただいて右側ですね。三重県の献血から供給までと

いうものがありますけど、まず平成３０年度の献血状況について、

三重県全体で６１，８６３名の皆様に受付をしていただき、残念な

がら事前検査で落ちた方が見えますけれども、最終的に５６，３５

８名の方に献血をしていただきました。この数字は前年度と比較し

ますと１０１％ということで、少しではありますけども増加してお

ります。医療機関様に対しては不足することなく血液製剤の供給が

行えております。また、津・四日市・伊勢の３固定施設と献血バス

の状態を見てみますと、特に献血バスへの４００ｍＬ献血に多く来

ていただけております。一枚めくっていただいて２頁のグラフを見

ていただきます。献血の中身ですけども血小板献血あるいは血漿献

血などの成分献血が２２，５５６名、全血の献血では４００ｍＬ献

血が３３，３１５名、２００ｍＬ献血が４８７名などとなっており

ます。次に右側の頁にいきますけれども、年代別の献血者数のグラ

フを見ていただきますと１０代の献血者数、一番下の青い線であり

ますけども微増という恰好でありますけども平成３０年度は２，０

９５名の方から献血をいただきました。また、２０代、３０代、そ

の上のピンクとグリーンのところですけれども、ここのところは実

はずっと減ってきておったのですが、何とか底を打ちそうで、これ
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からまた少し増やせるのではないかと期待をしている状態です。ま

た、三重県の４００ｍＬ献血率というのがありますけども、これは

近年の１０代の初回献血者においては２００ｍＬ献血しかできない

という若年層に積極的にお願いしているということもありまして多

少の４００ｍＬ献血の率は下がっています。ただし全国平均を下回

ることはまずないと考えております。次に４頁ですが、表の真ん中

より少し上のところに津市及び津保健所管内があります。津市にお

ける献血者の動向ですが、前年比１１８．５％とかなり増加してお

ります。一番下の方ですが、固定施設、それから特に津の母体の方

にも多くの成分献血の方が来ていただいているということが数字か

ら分かります。今年度につきましても、昨年以上に皆様の献血をお

願いしたいと思います。今、ちょうど愛の血液助け合い運動月間と

いうことで、より多くの皆様の献血をお願いしているところです

が、現実、少し苦しい状況が続いておりますので、皆様の積極的な

御協力をお願いします。さらに今年度は昨年度に比べますと全国で

１０万Ｌ以上の血漿を採るようにと国から指示がある問題があり、

固定施設において、より多くの皆様に成分献血をよろしくお願いし

たいと思っています。血液事業の中で変更があった部分について、

これから少しお話させていただきます。これまで複数回献血クラブ

というものがございましたけれども、ラブラッドという名前に変わ

りまして、全国的に統一したものになっています。これにより、ど

こで献血をしてもポイントが同じように貯まります。それに加えて

皆様には色々な献血に関するキャンペーンなどの情報を発信できま

すし、検査の結果や血液検査の結果などもそこから見ていただけま

す。それから、これまでラブインアクションという名称で各地で行

っていた行事ですが、「みんなの献血」という名称に変更になりま

した。その他、昨年度にお知らせしました採血に使用される針が１

７ゲージから１８ゲージまでちょっと細くなったということでお伝

えさせていただきましたけども、おそらく今年度中にはこれまで事

前検査のときに血液を２０㏄ほど別にいただきますが、それが糖尿

病のときなんかに指先をチクっと刺して血液を絞り出して調べるや

り方と同様のやり方で事前検査が済むという手法になっていく予定

です。その他の情報としましては、三重県は割とジビエを推奨され

ていますが、生肉あるいは火が十分に通っていないイノシシとかシ

カ肉なんかを食べた後には感染する可能性がある E 型肝炎というの

がございますが、E 型肝炎ウイルスに関して感染症の検査も全ての

例で行えるようにということで、現在、進行しつつあります。E 型

肝炎は、他の肝炎に比べると、割と症状的には軽い肝障害で済むこ

とが多いんですけども、ただし、免疫の力が落ちている方が、感染
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すると重大な肝障害を起こす、あるいは命に関わるようなことあり

ますので、そういったことがないよう、赤十字ではしっかりと調べ

ていこうと考えております。また、血液事業と関係のないことです

が、赤十字社の支部ができて今年で１３０年ということで記念行事

がこの１０月に文化センターとかミエム、博物館の方でありますの

で血液事業としても、そこで啓発のお話をさせてもらうことになっ

ていますので、余談ではございますがよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

事務局と血液センター、どうも説明ありがとうございました。そ

れでは質疑応答を始めたいと思います。何でも結構ですから、気楽

に普段思っていることとか何か御意見をいただきたいです。よろし

くお願いします。 

３頁の年代別ですが、１０代の方で２，０００人ぐらいですが、

大体母数はどれくらいですか、何％くらいになるのですか？ 

５％いっていません。 

例えば５０代、高齢の方ですともっといっている。 

これは、かなりの率でやっていただいています。正直なところで

言いますと、４０代、５０代以上の方の献血というのが、三重県で

はまだまだ主力になっています。ただ見ていると一応６５歳まで、

あるいは６０歳から６５歳の間に献血していただいていると７０歳

の誕生日の直前までしていただけますので、ギリギリまで献血に来

ていただいて、今回が最後で残念という方も見えますので苦しいと

ころです。 

１頁の施設別の献血者数なのですが、津と伊勢と四日市３カ所あ

りますよね。去年のデータを見せていただくと血液センターがやっ

ぱり一番低いのですよね。これはなぜかと思って見ると、血液セン

ターは土曜日が休みなのですよね。そういったことも関係するのか

なとちょっと思いました。 

それは否定できません。平日に３０人来ていただけたらいいとこ

ろが、土曜日、日曜日だと６０人、７０人とか来ていただいていま

す。ということは津の母体で土曜日が休みになっているというのは

大きいかと思っています。ただし、看護師さんにもきちんと休みを

取っていただきたいので、今のところは申し訳ないですが、母体は

土曜日にお休みにさせてもらっています。献血バスについても、土

曜日には、きちんと休みを取ってもらえるように考えております。 

去年のデータを見せていただくと、実際、増えていますので努力

されていることは分かります。 

他にどうですか。国から来ている血漿がまだ足りないから採れと

の指令はきついかもしれない。これは２００、４００からも採れま
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すけど基本的には成分献血で採った方が、効率がいいし、一人の人

から多く採れるので感染についても低いわけですから、そう考える

と今の先生の意見じゃないですけど、それができるのは三つのセン

ターしかないわけですから、そこを考えていただくことは重要では

ないかと思って、今、お聞きしていましたが、どうですか。 

いつを休みの日に設定するかということも含めて、場合によって

は看護師とか献血推進の担当とか人数的に余裕があるという恰好に

なりさえすれば、それこそ休みなしで。 

平日を逆に減らして、そういう方法もあっていいのではないか

と。 

曜日を変更する、これは十分考えられるものであるし、実際考え

ているのですが、中々難しいところがあります。国から血漿をたく

さん採りなさいというのは、前年度９５万Ｌくらいだったのが、１

２０万Ｌくらい採りなさいと。量が増えているわけですけども、実

はこれまで血漿っていうのは、いただいてから６か月おいてから使

用していたわけですが、これが段々早め早めに出していけるように

やっていって、それが大体１０何万Ｌかはそれで賄えるということ

ではあったのですが、結局は１０万Ｌ以上足らないと。そういうこ

とで一人、一人からたくさんいただくということも含めて、色々な

工夫をしてやっていますが、少なくとも人数を増やさないと、多分

これは達成できないと思っておりますし、おそらく次年度はもっと

増やせと言われる可能性もあるのでビクビクしているところです。 

将来的に機械をバスに載せるということは考えていないのです

か。 

昔はバスの方でも成分献血をやっていたときもありましたが、そ

れをやりますとバスの効率が非常に落ちるということがあって、バ

スは全血の献血だけ頑張って採りなさいという恰好になっていった

のだろうと考えています。 

ちなみに成分献血の血漿の場合には、１回やったら何カ月空けな

いといけないのですか。 

基本２週間ですけども副作用とか、色々なこと考えますとできま

したらば２回に１回にしてください。２週間に１回で成分献血はで

きますが、血漿をしていただいたら次は血小板、その次は血漿とい

う形でしていただいた方が副作用は出にくい。 

いずれにしても２週間。４００ｍＬをやった場合には３か月以上

ですよね。そう考えると時間的な負担は大きいとしても患者さんの

体への負担は軽いわけですから、もう少しそれをPRしてもらえば。

多分、血漿献血って意味が分からないと思うのですよね。なぜ献

血、国がそれを多く採れと言ったのか目的を説明してもらわない
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と。 

現在、血漿から採れる血液凝固に関係するアルブミンとかグロブ

リンといったお薬を作るためです。今はまだ国内の献血で採れる部

分はまだまだ少ない。 

要するに世界的にはそういうものは各国で自給自足でやれという

のを海外から買っているわけですよね。日本で自給自足のようにす

るためにそれを上げようということで、そう理解していいですか

ね。 

と思います。多分、そのきっかけになった一つには、今は話が少

し消えたような感じですけども外国の血液を採取するような会社

が、ちょっと名前が出かけたときがありましたが、そういったこと

があって、国から日赤ももう少しきちんと採取しなさいと尻を叩か

れたという感じもあると思います。 

センターばっかりですけど他にどうですか。 

成分献血の時間はどれくらいですか。 

成分献血の場合は５０分から１時間少しかかります。大体４００

ｍＬ献血で若い成人男性なら１０分かかりません。ところが成分献

血になりますと血小板献血でも、血漿献血でも１時間少し余分に時

間がかかるということで時間的な制約をいただくことになります。 

バスに積むと不都合があったと言われましたが、成分献血だとか

なり大きな機械が入るのですか。 

今はかなり小さくなっています。 

だとしたらバスで以前していたのに、できなくなったというのは

どういう理由ですか。 

それはやっぱり４００ｍＬの全血の献血をより多く採らせていた

だく方が非常に効率はいいからだと思います。今、お話出ましたけ

ど成分献血をすると、少なくとも一人に１時間前後かかります。そ

の間に４００ｍＬ献血であれば２人から３人が採れますので、より

多くの方の献血に対応できるということがあると思います。 

何人が一回にできるのですか。３～４人ですか。 

現在のバスでは最大４名の方ができます。 

それなら全部がふさがることは少ないですよね。一つを成分献血

用にして、残り３つを普通の献血用にしたらどうですか。 

以前がそうでしたね。僕の記憶にあるのは、入ってすぐのところ

に成分献血ができる装置があって、奥の３台で全血の献血をやって

いました。結局、バス１台で何人の方の献血ができるかと、そうい

った効率も言われるようになっていまして、たくさんの方に献血し

ていただけるということを考えると成分献血はできるだけバスでは

しない方が効率はいいということになったのだと思います。今でも
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南会長 

バスで成分献血をしようと思えばできるとは思いますが、残念なが

らオッケーは出ないと思います。 

副作用に関していえば、４００ｍＬの献血を採った場合よりも、

時間はかかってもむしろ生体への負担は血漿の方が少ないと医学的

に思うのですけどね。やはり固定施設でやるのが良いのですかね。 

その方がより対応しやすいだろうと思います。 

そういうことだと思います。戻ってしまいますが、一番集まりや

すい週末を将来的にどうするかということを考えていかないといけ

ないですね。他にどうですか。それと去年もあったと思うのです

が、現場は充足しておると。ちょっと余るくらいですよね。それで

も、まだ献血を増やしてくださいっていうのは、愛知県へ持ってい

くとかそういう理由ですかね。三重県としては、ほぼ自給自足でき

ているわけですよね。 

まず問題はないとは思いますが、やはり一番問題なのは血小板の

製剤であり血漿製剤というのが問題になってくると思います。血小

板はいただいてから４日間しか有効期間がございませんので、毎日

のようにある程度の人数分いただかないと医療機関様へちゃんと納

入できないことになりますし、血漿の場合、今お話しましたように

年間にこれだけ採ってほしいという量が、上からのしかかってきて

いますので、主にこれから成分献血を更に頑張って採らせていただ

きたいというのが現状だろうと思います。 

血漿製剤をそのまま使うという医療現場の需要は徐々に減ってい

る。現状、血漿が足りなくなってきているという考え方ですか。 

それこそ血漿交換とかいろいろ疾患によっては、どんと増えます

けれどもトータルでいうと、おそらく現場でその場その場で使用す

る血漿製剤に関してはそんなには足りないという状態ではないと思

います。 

むしろ昔だったら低蛋白みたいなのにいれるとかそういうことも

段々適正化してきて医療現場としてはそんなに需要としては。ただ

し分画製剤が足りないからということですね。 

要は血液のお薬のための原料としての血漿。 

そうするとやっぱり４００ｍＬとかから血漿を採るよりも成分献

血で。１回で５００ｃｃくらい採るのですか？ 

現在、最大で６００ｃｃ以上、７００ｃｃ近くまで。 

生体はそれだけ予備能力を持っているということですね。 

全血でいただいた４００ｍＬを分離すると大体２４０の血漿。成

分献血で血漿となると体重別でいけますので６００ｃｃ以上７００

ｃｃ近くまでとれるということで。 

そのときは生食か何か献血者に輸液はするのですか。 
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林委員 

基本的に輸液はしないです。途中できるだけ副作用を予防するた

めに水分を摂っていただくということはします。 

すごく安全だということですね。 

勉強不足で申し訳ないのですが、今、我々の職場では非常に外国

人が増えてきているのですけど、献血の人数を増やそうとすると、

我々は職場におる外国の方に献血に行ってもらおうと思いますが、

何か問題はあるのでしょうか。 

基本的に外国の方であるからということでの制限はございませ

ん。ただし、例えばどこ出身の方であるかと。特に色々な感染症が

流行っているような地域から来ている方だと御遠慮いただくことが

ございますけど、基本的に外国の方だからといってノーとは絶対言

いません。 

例えば職場で我々ライオンズクラブですが、献血をする際にクラ

ブで１００名とか２００名とか集めるのですが、そんな時に外国の

方に献血をしてもらう場合、注意しないといけないことはあります

か。 

おそらく血液センターに直接問い合わせていただいたほうがいい

かと思います。御一人、御一人に関して、例えば中南米のこの地域

の出身の方なのだけど、どうでしょうかと、色々なことで御相談い

ただければ血液センターの方でお答えします。 

事前に申請というか、できたら事前の資料が必要だということで

すね。 

必要といいますか、できたら事前に聞いていただいた方が、せっ

かく来ていただいたのに、あなたはダメですよと言われた場合に、

非常に申し訳ないのでね。 

私ども４０、５０人おるのですけどね。比較的インドネシアがメ

インなのですが、比較的健康でね。結構、外国の方で２０代とか３

０代くらいまでが多くて、体力的には日本人よりもパワーがあるよ

うな気がするのですけどね。 

それこそもともと日本に来る前に母国でも献血をしたことがある

という方もみえますので、ぜひとも遠慮なさらずにいろいろ訊いて

いただいた上で献血に来てください。 

窓口を拡げようと思うとやっぱり新しい人を増やすという考え方

でないとね。確かに今まで毎年やっている人も継続してというのも

大事だと思うのですが、新しい人を増やす必要があると思います。

職場に人が毎年１０、２０、３０名ずつ入って、人が増えますの

で、そういう人の活用ができないのか、あるいはこうすればできる

のかなということが知りたかったのです。 

保健所から言いますと、入国されてすぐ、そして帰国して戻って
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こられたときに母国でウイルス感染とかもらって帰ってくる。最近

多いのですよ。麻疹でも風疹でも結核でも。そういう時期だけは様

子をみられた方がいいかなと思います。 

よく言われるのは、少なくとも外国に滞在していて日本に戻って

来て１か月。厳密に言いますと４週間なのですけども。日本人であ

っても旅行に行って帰ってきて４週間経っていないということであ

れば、４週間経つまで御遠慮いただいています。 

もう一ついいですか。私ども２月に献血をやるのですが、風邪と

かで、結構、薬を飲んでいて、せっかく参加していただいても、献

血ができないというケースが非常に多いのですね。我々では分から

ないのですが、薬っていうのはお薬手帳か何かを持っていけば、判

断できるわけですか。それとも風邪薬を飲んでいたらダメとかそう

いう規約なのか、そのへんが我々では分からないのですね。 

これもその場で、あるいは前もって訊いていただいたら間違いは

ないのですが、現在、高血圧のお薬、それから高脂血症のお薬、そ

れから尿酸を下げるお薬については、当日、飲んでいても大丈夫で

す。糖尿病だけはお薬、それから注射はダメいうことがあります。

例えばインフルエンザの予防注射ですね。これは２４時間ダメで

す。それから風邪薬ですが、例えば病院で処方していただいて前の

日に飲みましたと、それぐらいならば前日だったら構いません。た

だし、抗生物質であるとか、歯医者に行って３日経っていない場合

については、御遠慮いただくことになります。薬についても、かな

りの部分でオッケーになっています。ぜひお訊ねください。 

結局、今の外国人は、こちらで検査していないから、チェックで

きないものがありますよね。 

少し前まででしたらいわゆるマラリアがそうでしたけど、もっと

前になりますと BSE ですね。これもかなり制限が緩和されています

し、最近でしたらジカ熱でありますとか、少なくとももう治ったよ

と言われて１か月経ったらいいとか。あるいはそれ以外でも基本的

にそちらへ旅行されていたならば帰ってから１か月経っていたらオ

ッケーだというパターンが多い。その間に症状が出るはずだから、

それが済めばもう大丈夫だろうという考えですので。そのへんは面

倒と思わずに訊いてください。今までダメだったけどオッケーにな

りましたということが多いですのでぜひともお訊ねいただきたいと

思います。 

他によろしいですか。無いようでしたら意見交換会を終わりまし

て、後は事務局よろしくお願いします。 

骨髄移植ドナー支援事業といった事業を津市が実施しております

ので、それについて説明させていただきたいと思います。 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南会長 

事務局 

 

 

南会長 

 

 

 

 

林委員 

 

 

南会長 

 

市では、より多くの骨髄等の移植の実現とドナー登録者数の増加

を図るため、骨髄移植ドナーとなった市民とそのドナーを雇用して

いる市内事業者を支援する「津市骨髄移植ドナー支援事業」を平成

２７年４月１日から開始しております。資料３をご覧ください。事

業の内容について、説明させていただきます。この支援事業の対象

者は、骨髄移植ドナーとなった市民と、そのドナーを雇用している

市内に所在する事業者です。助成額は、ドナーについては、１日に

つき２万円、ドナーを雇用する事業者には、１日につき１万円で

す。骨髄等の提供のために、ドナーが通院・入院に要した最大７日

を上限とする日数に応じて支給します。 

なお、要綱や申請書は、津市ホームページからダウンロードする

ことができます。骨髄移植は献血同様、人々の理解と善意が必要だ

と思いますので、一人でも多くの方にドナー登録していただきます

よう、皆さまからもこの支援事業を御案内いただければ幸いに思い

ます。 

現在、三重県で津市のように支援事業を行っているのは５市あり

ます。四日市、津、松阪、伊勢、名張。他の市町というのは、こう

いう支援事業がないわけなのですが、県の方がこのたびクラウドフ

ァンディングで募金を集めて市が援助しないような市町にもこうい

う助成を行いたいというような予定を立てております。僕も骨髄ド

ナーの入会をお願いしているのですけど、やはり５５歳までしか骨

髄移植、ドナーとして関われないので、どんどんドナーの数が減っ

ていますので、臍帯血だけでは骨髄移植として不十分なところもあ

りますので、こういうこともやっているということを皆様の前に説

明させていただきました。 

ちなみに津市で去年何件くらい申請があったのですか。 

平成２７年度から始めておりまして、２７年度が３名の方。雇用

事業者が１社ということです。２８年度も同じく３名、２９年度も

同じく３名、３０年度が２名ということです。 

大体３名くらいですね。実は僕、ずっと骨髄バンクのボランティ

アを続けているのだけど、それがないとできない量なので使ってい

るのですけど、三重県津市だとそれくらいで県にも要望が出たので

すけど、各市町でしか中々難しいようなので、今みたいにこういう

ふうに集めていただいて非常に有り難いと思います。 

先月に今年からクラウドファンディングで集めると言っていまし

たので。いくら集まるか分からないですけど、また他の５市以外の

方にちょっとでも支援ができればと思っております。 

ずっとやってきていたのですが、かなり下火になってきていたの

ですね。それだけ拡がったということもあって。ところが去年に鈴
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木知事が初めて県主催のシンポジウムを四日市でやっていただい

て、それのわずか後に池江さんの問題が出て、池江さんが移植され

るのかどうか詳しいことは分かりませんけども。あれで一旦盛り上

がっているので、それを何とか継続していってきていただければ有

り難いと思います。 

これを持ちまして令和元年度津市献血推進委員会会議を終了いた

します。本日はありがとうございました。 

 


